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ハ、C放劇芯一学術フォーラムの成果の概要―

隋はじ馴こ
太平洋の西端に南北に連なる日本列島弧は、

陸も川も海も、世界でもまれに見る、豊かな自

然と高い生物多様性を付与されてきた。地震、

火山噴火、津波、大雨、台風といった天地の鼓

動は、この地域にとりわけ顕著であり、この列

島弧の自然をつくりあげるのに大きな貢献を

してきたはずである。人々は、それらの天地の

鼓動を自然災害と呼び、それらが人間生活に与

える影響をできるだけ小さくするために、多く

の構造物を作り、自然を改変してきた。その行

為のほとんどは、列島弧の自然を損なってきた

のであるが。

3月11日に起こった東北地

方太平洋沖大地震は、この列

島に建設された最悪の構造物

が原子力発電所であること

を自日のもとにさらすことと

なった。地球上にはわずかし

か存在しない放射性物質を大

量に作り出してしまうこの施

設は、天地の鼓動に耐えるこ

とができずに事故を起こし、

莫大な放射性物質を広範囲に

まき散らした。

日本列島弧の生物多様性と
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―未来への希望と負の道産―

加藤 真

隋
日本列島弧の大地の鼓動と自然

4つのプレートがせめぎあう日本列島弧の周

辺では、大規模な地殻変動が間断なく引き起こ

されてきた。壮年期の山岳地形や複雑な海岸線

の存在は、この造山運動のたまものである。日

本海の成立以降、日本ダ1島は豊富な雨量を約束

され、その水の流れが、特徴ある地形と環境を

形作る。急傾斜のままで海まで流れ下る川、滝

の連続する渓流、玉砂利が敷きつめられた中

流、地下伏流水の多い礫質の河回、玉砂利の礫

浜などである。これらの地形が作る多様な環境

は、日本列島の生物多様性を非常に豊かで特徴
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図 1 日本列島の地下水棲生物の多様性。地図は日本固有のムカシゲンゴ

ロウ属7種 の分布。写真はハイバラムカシゲンゴロウ。
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あるものにしてきた。アユが日本列島の川を象

徴する生物である理由は、玉砂利の清流が世界

のどこよりもこの列島に集中して分布してい

たからである。

列島弧としての長い歴史と、複雑な地形がも

たらす隔離作用を背景にして、数多くの地域

固有種がこの列島各地に誕生した。カンアオイ

類、陸貝類、サンショウウオ類、オサムシ類、

コバネガ類、地下水棲生物などはその顕著な例

である
1。
西日本の各地の地下水から、これま

で6種の地下水性甲虫ムカシゲンゴロウが知ら

れていた (図1)。体長1ミリたらずの、泳げも

せず、飛べもしない、生涯水生で盲目の、日本

固有属の昆虫である。地下水の過剰利用によっ

て、ムカシゲンゴロウの大半の種は絶滅状態で

あるが、近年、大井川河口で新しい種が発見さ

れた。日本列島の地下水の豊富さと、地下水生

態系の生物多様性の高さを見ても、この列島弧

の自然のかけがえのなさが浮かび上がる。我々

はこの列島の自然を、いかに愚かに利用し、損

ねていることだろうか。

さらに忘れてならないのは、日本列島弧が世

界に誇るべき 「海の生物多様

性」を擁していることである。

寒流生態系からサンゴ礁生態

系に至る温度勾配と、海岸か

ら日本海溝に至る深度勾配が

そこに存在しているだけでな

く、海岸環境も干潟、砂浜、

礫浜、岩礁…と多様である。

日本列島弧の海の生物多様性

の高さは、例えば、礫浜の生

物相に見ることができる。 日

本列島各地にはとりわけ礫浜

が多く、その波打ち際の砂利

を掘ると、その礫間隙から、

体が著しく伸長したミミズハ
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図2 日本列島の多様な礫浜海岸とそこに生息するミミズ八ゼ類。

A上 関町長島の田ノ浦 (ここはミミズハゼが世界で最も多様な海岸

である);B佐 渡の礫浜 ;C屋 久島の礫浜 ;D礫 浜の礫中に生息する

オオミミズハゼ ;巨ガラスビーズの間をすりぬけるナガミミズハゼ。
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ユーラシアプレート

フィリピン海プレート

図3 日本列島弧周辺のプレート境界とミミズ八ゼ類の分布。○は 1～

4種 、●は5種 以上のミミズ八ゼが確認された地点。

ゼ類が採集できる (図2)。ミミズハゼ類は世

界でも日本列島弧周辺だけに生育するハゼで、

その種数は20種を越えている (図3)。上関原

子力発電所が計画されている山口県上関町長

島の海岸には、7種のミミズハゼが生息してお

り、そこはミミズハゼ属が世界で最も多様な海

岸でもある
2。

「日本は資源の乏しい国Jと よく言われるが、

その認識は正しくない。たしかに地下資源は少

ないが、海の生物多様性の著しい高さは世界に

誇るべきものである。残念なことは、日本がそ

の重要性を認知しておらず、海の自然に関する

教育を怠り、そしてその宝であるはずの海の生

物多様性を自ら損ないつつあることである。海

の自然を損ねている元凶は、千潟の埋立、護岸

工事、港湾の浚渫といった海岸の改変であるが、

原子力発電所からの大量の温排

水の流出の影響も危惧される。

原発に取り込まれる冷却水に

は、付着生物駆除のために殺

生物剤 (主に次亜塩素酸ナトリ

ウム)が 投入されるため、莫大

な廃熱とともに、通常運転時で

すら、海の生物多様性を著しく

損ねている
2。
原発の温排水が、

藻場を破壊し、海岸の生物群集

を激変させてしまうという報告
3

があるにもかかわらず、日本で

は、ウエや藻食魚ばかりを悪者

にして、原発の温排水が磯焼け

に与える影響についての研究 ・報告が皆無であ

るのはなぜだろうか。

は1放射性物質の影響
東北地方太平洋沖地震は、津波によって海岸

地域に甚大な被害をもたらしただけでなく、福

島原子力発電所の炉心溶融事故を引き起こし

た。冷却系を失った原発は炉心溶融に至り、大

量の放射性物質を環境中に放出した。生まれ親

しんだ土地から退去を余儀なくされた人々は

10万人を越え、少なくとも数十年にわたって

居住できない広大な土地が残された。

チェルノブイリ原発事故では、被曝が人やさ

まざまな生物に与える影響について、多くの調

査が行なわれている。しかし、被害をできるだ
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け過小評価したい国や機関はそれらの結果を

隠蔽したり、有意ではないという理由によって

無視したりしてきた。これまでに公になること

の少なかったそれらのデータを集めて、チェル

ノブイリの事故の本当の教訓を引き出そうと

した報告集が出版された
4。この真摯なる報告

から読み取れることは、環境中に放出された大

量の放射性物質が、人々のがんや免疫不全の増

加、平均余命の短縮、早期老化、先天的異常の

増加をもたらしただけでなく、ヒトで見られた

そのような影響がさまざまな野生生物におい

ても見られたということである。

拡散した放射性物質は、環境中から、そして

体内に入った場合は体内から、放射線を放出し、

生物の遺伝子の損傷を引き起こす。生殖細胞で

あれば、子孫の遺伝的異常を、体細胞であれば

がん化をもたらす場合が多い。汚染地域から逃

れるすべを持たない生物たちにとって、事故を

起こした原発の周辺は、生存と繁殖が深刻に脅

かされる地獄である。生物の被曝が、地域の

生物多様性や生態系に与える影響についての

データは少ないが、放射能汚染のレベルとそこ

での生物の適応度の低下には強い相関がある

にちがいない。

は1原発震災の教訓
プレー トの境界面の上に位置する日本列島

弧は、地震の巣であることは言を挨たない。地

震の巣の上に54基の原発が存在 しているとい

う事実を、私たちは深刻に受け止めるべきであ

る
5。フランスやアメリカの設置基準に従うな

らば、原発が立地できるような安全な地盤の場

所は日本列島弧に存在しない。三陸で大規模

な津波被害の記録された貞観地震は869年に起

こっているが、その前年には兵庫と京都で大き

な地震が起こっている。地震活動期に入った今、

14基の原発ともんじゅがある若狭湾で大地震

が起こり、大きな原発事故が発生すれば、50

数キロしか離れていない京都も1200年の歴史

に幕を閉じることになるだろう。

これまで、原子力発電は安全でクリーンで経

済的であると宣伝されてきた。原発が安全でも

クリーンでもないことは、今回の震災で明らか

になった。コストが安いと喧伝されてきた原発

が、事故を起こしていない時でさえ、高コスト

であることも指摘されている
6。
ましてや、放

射性廃棄物の処理や、事故の収拾や補償のため

に使われる巨額の出費を算入すれば、原発は低

コストの発電システムであるはずがない。ウラ

ンの資源量がわずか数十年しかないことを考

え合わせれば (核燃料サイクルの実現性は論

外)、原子力発電は、わずか数十年間の発電の

ために、数千年にわたって管理しなくてはなら

ない大量の放射性廃棄物を産み出す実に愚か

な技術であると言わねばならない。

原発震災のリスクを過小評価して、電力不足

をあおり、脱原発時の電力料金の上昇を誇張し

て、原発の早期再稼働を唱える方がいる。原発

は国策であるためにさまざまな利権を生んで
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きたが、そのような利権への回執から解放され

て科学的な思考をすれば、ふるさとを失うほど

の危険性を秘めた発電手段にそこまで固執す

る理由はないであろう。

靡I Jヒ
半島の橿桔と希望

写真 (図4)は 2011年6月の高瀬川河口 (青

森県三沢市)の 写真である。ここは、津波の被

害を受けた八戸の約30キロ北に位置し、下北

半島の潟 (下北半島湖沼群)の 自然が残る最後

の場所の一つである。人々は、大震災などなかっ

たように、潟の中でイソシジミの潮干狩りをし

ていた。潟の周囲の塩性湿地には、この周辺地

域の固有種であるヒメキンポウゲが生育して

いる。秋になると、近くの海食崖では、これま

図4 下北半島高瀬川河回の豊かな塩性湿地の自然。人々がイソシジミ

を掘つている。

で何度もの津波を見てきたであろう、この地域

固有属の植物ハマギクが花を咲かす。下北半島

湖沼群はかつて、サケ科の絶減危惧種イトウの

生息地であり、根付きニシン (汽水湖に入って

産卵するニシン)の 産卵場所でもあり、菅江真

澄が訪れた1793年ころには、春ニシンの漁が

行なわれていた。

しかし現在、下北半島には、原発や核燃料再

処理工場、放射性廃棄物貯蔵施設などの核関連

の施設が集中している。今回の地震の揺れが、

下北半島ではそれほど大きくなかったことは

不幸中の幸いであった。地震や津波を、日本列

島弧の生物たちも私たちの祖先も生き抜いて

きたが、原発震災は取り返しがつかない結末を

もたらす。私たちの生活は生物多様性とともに

あり、ふるさとはその地方固有の生物多様性に

彩られていたはずである。長期

間にわたって居住できないよ

うな土地を生んでしまうよう

な原発震災は、だからこそふる

さと喪失を招くことになる。福

島で起こったことは、下北半島

で起こるかもしれないし、若狭

湾で起こるかもしれない。

日本の生物多様
′性は、世界に

誇るかけがえのない資源であ

り、賢明に利用すれば永遠に幸

と富をもたらす希望である。原

子力発電は 「安全でクリーンで

経済的Jで あるはずがなく、原
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発震災の危険を常にはらみつつ、放射性物質に

よる汚染を子孫に残す、負の遺産である。破局

的な原発震災の危機から日本が脱するために、

可能な限り早く、原発推進の国策を転換し、核

燃料サイクルを放棄し、すべての原発を看取る

べきだろう。
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